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第
十
三
節
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
奉
読
式
　
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
、
教
育
に
関
す
る
勅
語
が
燥
発
さ
れ
た
。
文
部
省
は
訓
令
第
八
号
を
以
て
、
　
今
般
教
育
二
関
シ
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
勅
語
ヲ
下
シ
タ
マ
イ
タ
ル
ニ
付
其
騰
本
ヲ
頒
チ
本
大
臣
ノ
訓
示
ヲ
発
ス
　
管
内
公
私
立
学
校
へ
各
一
通
ヲ
交
付
シ
能
ク
　
聖
意
ノ
在
ル
所
ヲ
シ
テ
貫
徹
セ
シ
ム
ヘ
シ
と
云
い
、
訓
示
を
も
示
し
た
。
十
一
月
二
十
三
日
、
奉
読
式
を
挙
行
し
、
校
長
中
川
元
が
恭
し
く
奉
読
し
、
続
い
て
訓
話
を
な
し
た
。
医
学
部
へ
下
附
さ
れ
た
勅
語
は
明
治
二
十
四
年
二
月
十
一
目
、
紀
元
節
を
ト
し
て
奉
拝
井
奉
読
式
を
挙
行
し
た
。
こ
の
医
学
部
に
下
附
さ
れ
た
勅
語
は
第
五
高
等
中
学
校
本
校
を
経
由
し
て
回
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
校
の
場
合
と
同
じ
く
、
明
治
天
皇
御
親
署
で
あ
っ
た
。
　
三
月
七
日
、
卒
業
生
四
十
三
名
に
対
し
、
第
二
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行
し
、
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
が
、
四
月
八
日
、
特
待
　
　
　
第
六
章
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
生
八
名
の
う
ち
、
六
名
は
学
年
の
更
新
の
た
め
満
期
と
な
っ
た
の
で
、
四
名
を
撰
定
し
た
。
こ
の
月
、
物
品
会
計
規
程
細
則
が
更
正
さ
れ
た
。
　
五
月
五
目
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
殿
下
が
本
部
に
親
臨
さ
れ
、
教
場
な
ど
台
覧
さ
れ
た
。
同
月
二
十
目
に
は
第
二
改
正
薬
局
方
が
制
定
さ
れ
た
が
、
六
月
八
日
に
は
第
五
高
等
中
学
校
長
平
山
太
郎
が
病
披
し
、
同
月
九
目
、
教
授
桜
井
房
記
は
本
校
長
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
又
、
同
月
、
幹
事
を
廃
し
、
舎
監
が
置
か
れ
、
八
月
十
三
目
、
幹
事
椿
黍
一
郎
は
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
に
転
任
し
、
丈
部
省
参
事
官
嘉
納
治
五
郎
が
本
校
長
兼
文
部
省
参
事
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
、
教
授
桜
井
房
記
は
学
校
長
心
得
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
月
、
本
校
の
官
制
が
改
正
さ
れ
、
職
員
は
学
校
長
、
教
授
、
助
教
授
、
舎
監
、
書
記
と
定
め
ら
れ
、
前
月
の
決
定
が
成
文
化
さ
れ
た
。
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